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30 年 10 月 2 日現在までに，岡山県では延べ 8
万人以上，広島県では延べ 10 万人以上のボラン
ティアが活動したと報告されている 2）。
島 根 県 立 大 学 出 雲 キ ャ ン パ ス 災 害 研 究
会（Disaster Study Assistance Circle 以 下，
「DSAC」とする）は，災害支援に関心を持つ看







平成 31 年 3 月に，DSAC に所属する学生の
うち希望者 8 名（内訳：看護学科 2 年次生 6 名，
4 年次生 2 名）が，平成 30 年 7 月豪雨災害の被







表 1 被災地訪問の行程 
 内容 所用時間 







 被災地 NGO 協働センターで活動中の支援者に A 町で最も被害
が大きかった B 地区を案内してもらい，被災地の現状を確認 
90 分 
初日の振り返り（宿泊先にて） 06 分 
2 日目 災害支援活動の実施：応急仮設住宅における「健康交流会」 
 血圧測定 
















































































平成 31 年 1 月 1 現在の A 町の人口は 13,048
人，高齢化率 29.9％，世帯数 5,672 世帯である。
平成 30 年 1 月１日現在の人口は 13,247 人，高
齢化率 29.6％，世帯数 5,761 世帯であり，被災後








被災地訪問の行程を表 1 に示す。1 日目は，A
町役場で防災担当者や保健師から被災時の状況
や保健活動について説明を受けた。防災担当者
からは，人的被害は死者 17 名，行方不明者 1 名
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平成 30 年 7 月豪雨災害から 9 か月が経過し
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